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H：一1哺盲ケツ’ドめ隔発に関する宇宙開発委員会

第二部・会第戸次報告欝について

　　　　　・1：1’

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和55年7月15日

　　　　　　　　　　　　　　　　科’学技術’庁，

1審誕経過　　・，■隠　　　　　　　　　1，，

　粘蹴獺会織．ll鯉53年串月・第二部会（音陰雫

吉識雅夫　現在，1購津外一郎）に対し？昭和5，5年度から使

用される1トー11r㌣・1㌧（育　止：鯉打上げ能力350’‘轍こ

引き継・㈱60年卿》：ら’10年以上我が国ρ主力輔と

して嚇する婬櫛隅一1ロケットの躍やいて糠
付託を行った・．同勢雑．再一1ロケット頒禽（分縁長3

　山内正男　現在，武田峻）を設零し，昭和6q年綿において
　　　　　　　　　　コき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　ネコ　　　　　　か

打上げが予想される人工鯛の重購の見通，レ再興ワケツ

トの考えうるコンフイやレーシ竪町ρ騨塗融髄匿
　発ステップなどについて謝査審譲を進めてきたが，こ’のたび

第一次糖書としてとりまとめ・宇醐罪輯傘！ζ7、即日’

　報告し了承された。　．

　　　　　　　　　　し∴’レ・　　　　”1：『・・，ξ
U　報告書の慨：要，．　，　，、

　　　　　　　　　　　　コワし
1醗の前提条件’ ｲ1：，　・　，．．慌

　　　H一・1ロケットは，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
　　①昭和60年代における我が国の入工衛星の打上げ要望

　　　にこたえるものであり」

・一・ P一

②また，N－1，N一皿ロケットの開発により蓄積され

　た技術を活用するとともに，今後め我が国の宇宙輸送系

　に必要な液体酸素・液体水素推進系，慣：性誘導系左どの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　技術を自主開発するものとする。，

2　開発の進め方

（1）我が国における人工衛星の打上げ要望は，昭和60年

　　檎前半は静止衛墨重：量瑛算で50σκ9級1昭和60年代

　　譲轍8。面級となっているため，・』H－1・ヶツトの

　’∂開発は，前段階（500κg級）と後段階（800kg級）

　’・ど瞬けて進めることが脳砺る己・一

　　　このように，1人工衛星の打上げ要望’に対応しつつ段階

　　的に打上げ能力を増強していく方’法は，資金的，人的及

　　び技術的紀着実な進展を図るものであり，最適な開発の

　　進め方であると考えられる。
（2）昏

桝lkついては，昭和56年度から約55・kgの静

　　止衛星の打上げ能力を有するロゲツトの開発に着手する
　；i　　ヒ』
　　ことが適当である。　　　　　」亀

　　　ま．た，後段1階については，ユーザーの要望，スペース

　　シャトル，アリアン等の達航状況，技術的。経済的フイジ

　　ビリティなどを勘案するとともに，我が国の将来の宇宙

　　輸送系との関連を考慮して開発計画を検討する必要があ

　　る。
　、．　ll・i，

　　　　　　　　　　　　　　　　〆㌔

　　　　　　　　　　　一2・一
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